
Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ ２０１５前期課程プログラム

建築・都市の新しいビジネスの潮流2020

民間プランナー、ディベロッパー、設計者、デザイナー
など、まちづくりに興味がある人すべてが対象

受講料

対 象

Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ 2020プログラム ＰｒｇＮｏ.２０２０-００3

■プログラム日程

第１回 11月17日（火） １９:３０〜２１:００

地域資本主義 講師：佐藤 純一（株式会社カヤック）

第２回 １２月４日（金） １９:３０〜２１:００ 11月30日予定から変更になりました（10/22）

ものづくり×デジタル 講師：秋吉 浩気（VUILD株式会社代表取締役）

第３回 １２月１８日（金） １９:３０〜２１:００ 12月14日予定から変更になりました（10/24）

新しい居住 講師：塩浦 一彗（SAMPO,inc.）/

日置 愛（シェアカリ・teritoru株式会社）、
丑田 俊輔（シェアビレッジ・ハバタク株式会社）

第４回 １月１８日（月） １９:３０〜２１:００

地域SNS 講師：矢野 晃平（PIAZZA株式会社）

第５回 ２月１日（月） １９:３０〜２１:００

ストック活用 講師：連勇太朗（特定非営利活動法人モクチン企画）
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プロデュース
西田司＆中村真広

◆上記会員は、Jsurp正会員・賛助会員、シティラボ東京会員です。会員でない方も受講できます。
◆原則としてZOOMによるオンライン開講となります。

20世紀の日本の創造性や生産性を引っ張っていた生業の一つの分野は間違いなく建築・都市の分野だった。

しかし現状、成熟しきった日本の建築や都市のエコシステムは、画一的・効率的で、創造性や生産性が世界
と比較し、緩やかに下降していると感じる。コロナ禍の現在、一度立ち止まり、これからの日本の建築や都市
の次の10年を想像した時に、建築・都市の分野に新しい風を吹かす視点やアイデアや技術があり、新しいビ

ジネスやライフスタイルが育ち始める転換点だと感じている。この講座では、建築や都市に新しい視点やアイ
デアや技術を持ち込み、実践しているゲストを招き、毎回対話形式で（受講生にも是非意見を交換してもら
い）建築・都市の新しいビジネスの潮流を探りたい。

全５回 一般１２,000円／会員８,000円／学生４,000円
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申込締切 ： 2020年1*月**日（*）、定員60名程度

お申し込みはWebで「Peatix」、「まちづくりカレッジ」と検索の上、
申し込みフォームに従ってお申し込み下さい。

講師紹介

プロデュース

申込

秋吉 浩気（VUILD株式会社代表取締役）
VUILD株式会社代表取締役CEO／メタアーキテクト。1988年大阪生まれ。芝浦工業大学工学部建築学科に
て建築設計を専攻。慶應義塾大学ソーシャルファブリケーションラボにてデジタルファブリケーションを専攻。SDレ
ビュー2018入選。SDレビュー2019入選。Under 35 Architects exhibition 2019 Gold Medal賞。

塩浦 一彗（SAMPO Inc 共同創業者、CAO）
1993年生まれ。 東日本大震災の二日後、親に飛ばされミラノに避難。ミラノの高校を卒業しロンドンに渡り
UCL,BartleEで建築を学ぶ。 2016年に帰国し建築新人戦2016最優秀新人賞受賞。その後、Isozaki, Aoki 
and associatesに就職。 インターナショナルな都市計画プロジェクトに関わった結果、Top downの都市の開発に
疑問を覚え、SAMPOを村上大陸と立ち上げ、日本及びシンガポールにも様々なプロジェクトを展開している。 現
在UCL,BartleEにて修士課程中。

矢野 晃平（PIAZZA株式会社 代表取締役 CEO）
千葉県生まれ。幼少期をオランダで過ごし、中学生で渡米。カナダMcGill大学土木工学部設計科を卒業。帰
国後、日興シティグループ証券投資銀行本部に入社。その後、株式会社ネクソンの経営企画部へ。オンライン・
コミュニティを軸としたゲーム事業に携わり、2015年5月 テクノロジーを駆使した次世代の街づくり事業を推進する
PIAZZA株式会社を設立。

連勇太朗（特定非営利活動法人モクチン企画 代表理事）
建築家、NPO法人モクチン企画代表理事、株式会社＠カマタ代表取締役。 1987年生まれ。 2012年慶應義
塾大学大学院政策・メディア研究科（SFC）修了。京急線高架下でインキュベスペースKOCAを運営中（＠カマ
タ）。主な著書「モクチンメソッドー都市を変える木賃アパート改修戦略」（学芸出版社）。主な作品：２０２０／

はねとくも（モクチン企画）。他、法政大学で兼任講師。

日置 愛（teritoru株式会社代表）
新卒でニューヨーク勤務を決意し現地の新聞社で飛び込み営業として働く。アメリカ在住時のルームシェア経
験を通じて、共同生活がもたらす可能性を知る。帰国後、ルームシェア文化の根付いていない日本で、ルー

ムメイト探しやルームシェアのお部屋を探せるプラットフォーム実現へ向けて起業。実現化の第一ステップとし
てルームメイトが決まっている人にルームシェア可の物件を紹介する「SHAREKARI（シェアカリ）」の運営を開始。

丑田 俊輔（シェアビレッジ・ハバタク株式会社 代表取締役）
1984年生まれ。公共施設をまちづくり拠点として再生する「ちよだプラットフォームスクウェア」、日本IBM戦略コン
サルティングチームを経て、2010年にハバタクを創業。新しい学びのクリエイティブ集団として、国内外の様々な領

域を横断しながら「共創的な学び」を生み出す。2015年より古民家を舞台に展開する"村"づくり「シェアビレッジ」
では、コミュニティづくりを民主化するプラットフォーム開発や社会実験を進めている。秋田県五城目町在住。

佐藤 純一（株式会社カヤック グループ戦略担当執行役員）
大学卒業後、大手電機メーカーの研究開発に従事。その後、技術系ベンチャー企業の立ち上げに参加。 2004
年に株式会社トラストコンベクションを創業。金融業や製造業における数千人規模のプロジェクトのリードから

チームワークサービスの開発まで、より多くの人がチームワーキングの楽しさや充実感を得られるための様々な事業
を運営。2011年、ビジョンに共感した面白法人カヤックに統合。執行役員に就任。現在は同社のグループ経営
に関する戦略推進を担当。最近では新しい地域づくり、働き方やチームワーキングをテーマにした講演も多い。


